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昭和55年2月大館市を中心に発生した眼吐下痢症
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I 緒 言 皿 成 績

昭和55年 1月下旬から 2月上旬，大館市内のG小学校，

k小学校，及び北秋田郡比内町のH韮護学校で集団発生

したI区吐下痢症は，当初食中毒様事竹として取り扱われ

たが，細菌学的，ウイルス学的，血清学的及び免疫電子

顕微鏡学的検査を行った結果，免疫電子顕微鏡法 (IE 

M) により病原と推定される30~35nmのウイルス様粒

子を検出したので，概要を報告する．

lI 材料及び方法

A.検体採取

昭和55年 2月8日， G小学校 9名， K小学校11名， H

養護学校 9名総数29名から咽頭拭い液29検体，糞便14検

体及び急性期血清29検体を採取した．同時に各個人につ

いて聞きとり調査を実施した．回復期血清25検体は 2月

22日に採取した．

B.細菌学的検査

食中毒検査の常法に屯じて行ったり

C. ウイルス学的検査

初代サル腎細胞を用い既i1皇に従って実施した．

D.血清学的検査

ロタ，アデノウイルスおよひインフルエンザウイルス

A, B型に対する補体結合試験3)' 及びEcho7型ウイ

ルイに対する中和抗体価測定試験はマイクロタイター法4

により行った．

E.免疫電顕法による検査

既法5)に準じて行った．すなわち披検患者13名の薬便

抽出液にそれぞれの急性期又け回役期血清を加えたIEM

と30~35nmのウイルス杜粒子が検出された糞便抽出液

をプール後， IEM抗原として各々のペア血清について行

A.患者の主なる症状
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図 l． 主なん臨床症状

った．

調査対象となった29名の主なる臨床症状は図 1のとお

りであった．すなわち咽吐44.8％，腹痛41.4％，下痢20.7

％などで一見食中毒様であった．また年令はG, K小学

校は 7~11オ， H養護学校は12~15オであった．

B. 細菌学的，ウイルス学的及び血清学的検査成績

披検焚便14検体について食中毒起因困の検査とウイルス

学的検査を行った結果は表 lに小したとおりであった．

すなわちプドウ球菌 2株， ウエルヒ菌か 2株検出され，

とくに忠者番号3は2種の菌か1「i]時に検出された．また

ウイルス学的検査では業便（患者番号4)より 1株のウ

イルスを分離した．同定の結果Echo-7型ウイルスと

判明した．咽頭拭い液29検体からのウイルス分離はすべ

て陰性であった． Echo-7型標準株を抗原として25ペ

アl[lli責中の中和抗体価の変動を検索したが，有意の抗体

I□昇を示す者は認められなかった．またRota,Adeno, 

Inf! venzaウイルスに対する補体結合反応ても有意の抗

｛木上昇を示す者はいなかっtこ．

C. 免疫電子顕微鏡学的検査成績

被検者13名の糞便抽出液にそれぞれの急性期又は回復

期血清を加えてIEMを実施した結果は表 2に示したとお

りであった．すなわち， 13名中 5名の糞便から30~35nm

のウイルス様粒子（図 2)を検出した．このうち 3名は
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表 1．糞便の細菌学的，ウイルス学的検査成績 表 2. 免疫電子顕微鏡法による奨便

細 菌 学 的 検査
からのウイルス粒子検出成績

プ セ ウ 夏 サ 病 工

患者No ド レ 工 ）レ 原 ）レ ウイルス

ウ ウ
ビ モ 性 シ＇ 学的検査

）レ プ

球 ス ヒ 』
ネ 大 二

ラ 腸 ア

糞便抽出 30~35nm粒子の有無
患者No.

検体 No. 急性期血清 回復期血消

1 1 0,2 1 7 (3) * (17) 
菌 菌 菌 菌 歯 菌 菌 2 1 0,2 1 8 - (3) + (17) 

1 

2 
＊ 

＋ 

3 1 0,2 1 9 + (5) + (19) 

4 t 0,2 2 0 (3) (17) 

3 ＋ 5 10,221 - (4) - (18) 

4 Echo-7 6 1 0,2 2 2 (3) (17) 

5 ＋ ＊＊ 7 10,223 - (3) - (17) 
6 ＋ 

7 
l O I 0,2 21 (4) (18) 

8 11 1 0,2 2 5 - (3) (17) 

， 13 10,22 7 - (5) 廿(19)

10 14 10,228 (3) (17) 

11 15 10,229 - (3) 廿(17)
12 

13 
16 10,230 11 (3) II (17) 

14 

15 

16 

＊ （ ）内は病日

表 3. プール抗原を）1Jいた IEM検査成績

＊血盾型： 1型 ＊＊血清型： 13型
30~35nm粒子の凝集の有無

患者No. トー一~
急性期血泊 回復期血清

- (3) * + (17) 

4 Ill (3) 廿(17)

5 + (4) + Cl8) 

6 - (3) + (17) 

7 + (3) -H-(17) 

8 - (12) - (26) 

10 - (4) - (18) 

11 + (3) + (17) 

14 + (3) 廿(17)

17 II (3) 什(17)

18 廿 (3) 廿(J7) 

19 - (3) 廿(17)

20 11 C 9) - (23) 

22 + (12) + (26) 

23 ー• • (l 1) + (25) 

24 - (12) - (26) 

25 - (1 2) - (26) 

26 - (12) - (26) 

28 - (12) - (26) 

図 2. 免疫電子顕微鏡法により検出された
29 - (13) - (27) 

ウイルス様粒子 (20万倍） ＊ （ ）内は病日
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急性期血清添加より回復期血清添加により強い凝集が認

められた．上記ウイルス様粒子が検出された奨便3検体

をプールし， IEM抗原として血清学的診断を行った結果

は表 3に示したとおり， 20名中 6名に凝集の差が認めら

れ，本疾患の病原と推定された．

VI 考 察

本疾患は当初，食中毒事件として調査されたが，細菌

学的，ウイルス学的，血清学的，免疫電子顕微鏡学的検

索の結果ウイルス性下痢症であることが推定された．す

なわち，細菌学的検査では党便からプドウ球菌とウエル

原と推定した．

1975年大曲市内の保育園で発生した0区吐下痢症例6)か

らも類似のウイルス様粒子が検出されており，これら粒

子の形態学的，免疫学的解析を進めていく予定である．

さらに伝播経路についても解明していく考えである．最

近，この種すなわち30~40nm前後のウイルス様粒子に

よる下痢症が各地から報告7)8)されており，病原も多種

存在するようであるが，早急なる病原ウイルスの解明，

位置ずけ及び予防対策の確立が必要である．
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